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／`夕しーは，仇末末1杓アシア及ひげJ、をt裳な研究対象地域としてよたか，

U)アフリカり）fこ附贔）＇已ドしを望枕［こして， アフリカぷlflへのより (Iりな吋いを水めら 1しるよう（、:

なっと /1[且Iは、アフリカの水田hげI(.'.おしナるぷ間也につし＼て調介したものてある アフリカの

仙1'1 じ、すしもアフリカ合休(/) 'J:.1州の主杜ではなし<;か， I~ 
¥- l見，,:,,、カヽら見

ると』‘；位に1ft'炭な役割を担ってしヽる 今[ulo)』t,j介におし＼ては，赤泊に近しヽ多1!,j地伯にあって近年

仙竹仇業の発展に柏枷的，i,ふ欲を小しているカメルーンと， 1叫洵恥の月にあってtiりアフリカ稲llfl

（＼＼八RDi¥) をNiしてし lるリベリアに牡に1F:/¥をおくことにした

本，tfl、iは， II{!和G2年 2月ll LIから :3JJ10Fll、一か；｝て， L, 心のカメルーン， 1)ヘリアにコートシ

ホアールを加えた："\ヶ l叶にお ir る水 [II 閃菜 1月係研究議棋!½J を叫間し？水田潅閥の内門分野から 1サI

完・Ji'Jr'iを(ll/,J介）り，だ

して， ,1り1/Uし

る。

介の丈加にあたっては，カメルーン，コートジホアール， リヘリア各国政府をはしめと

外務省及 囚院協力'Jil卜Jjぐ『の間係者各位から絶大なご文

を1貝しゾ： これらの力々にI'/くお礼t!JしLけると共に， この恨；J;-i,1;: か今後のアフリカにおける

；1く田閃丈研究の発尻のだめに（定立つ＼—とを 1翡：［うものてある

-1-





11. 11屑査のねらいと分担
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．調査日程等

1 . 日程の概要

}j 1 l 11 , 11(I戎； 1115じ(·,•,·/
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! ,-リ心 在ワラン、7,ll 

ピ ため）

l,;J I 

/ ¥1)兌(?ド）
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ャウンデ周辺農菜地域瀾在
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ヤ巧ンテ兌 /¥フューサム、li(中）
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2月]7日）() ij1 ;';J; 柏竹地胄,:;:屑介（ノヽ イ :1ムf!息フロシェクト予定地域及び l「NVD八稲竹公riを

につ苔

（カメルーン）

貪む）

2 Jl 18 U uJく ； { -フ、コ.--・1]'J、)13 トゥ：r "') :{1/ .ijf) Iカメルーン）

菜、」應域調介（稲竹は殆どなしヽ）

iカメルーン）

マロゥア周辺農業地域，翡l在

2月20flり北庫firiftJ也伯晶）介 (SEMRY和WI公H)

．
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ドゥ万ラ梵 マロゥア心（空）

z fl 21 U U ! lnJト

2月22日i、IIJ マロゥア周辺農業地域』1]1t

マロゥア梵 ドゥアラ杵（や） （カメルーン）

2月23ll :1J) 

2月2,1[] i):J f,i] J・ 一

2月25日木 ドゥアラ周辺翡業地域調介

1tfiJfj厄）りi(JR八） ,;Jjf/lJ 

トゥアラ発 アビジャン着（平） （コートシボアール）

2月26日iオゞ 在コートジホアール日本大使館幼間

研究・科学省訪llll

2月27日1金） フランス 1開発協力科学研究所 (ORSTOM)訪間

2月28日Ci) アビジャン周辺農業地域調介

アビジャン発 モンロビア着('.~)

3月1日（日iモンロビアWJ辺牒業地域調在

3月2日（月） イ［リヘリア日本大使館，山間

（リベリア）
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3 nふ[] 四「フ＇）カ Hi11)1] 貪じ協\~'; (¥¥ARD/¥.) , 山畠l

3 !J」il水， 1,;JJ:

: lrJりH木 ユしンロピア兌 スアココふ(ljiI 

1j1リ[

:l JI f〕Ll it! HJ・. 

（し'AR!),¥Jり［畠

スアココ兌 モロンビア/i'(rtii 

('}へ！）ア I

（リヘリア）

3月7l」I モンロビア兌 ラコス着i平） （ナイシ T.')-y) 

i、フプイト；江延のため東り継ぎ使戸 1間に介わす、7コス

3月芯 Hill! ラコス始（や）

3 Jl 9 U i/j, G ントン ;{j uンドン発（予）

::J Jj 10 [] i火〕成Ill心

なわ， 1J打叫叡Iをl'XI-lに
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2. 調査対象国の農業事情概要

, 1 カメルーン
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り)7JJ・，l¥., 就業）¥.[] 12'iり）、．， ｝閃よ誂菜 /¥.Ll'i'1呂.')'.切ズ~ある [;;Jj・［よ北綺 2-・12 しこオ）だ：）， ),:;",[', 

}『iii'『'.(:;り（）り m --l, ODO mの［，り）i;(, こ,1,めら｝し~ る Iii 1JLi i'll; 及 ら北 バンナ

｛こ全るま した多杜~な五

!ti-2しこ村I'll-<分をよー］に気恨伯竹を

璽冒州::~mp Foiestl 

冒ク;;;ご〗中!aw Forest) 

D 二waサここ:na)

疇

D

マウンティングラスランド

(Mountain Grassl2.nd) 

スーダンサバナ

(Sudan Savanna) 

言こここここ:,ナ:~)

資料:M, Duze & J.C. Mcnakaya. 

分布か見らオし~る

The Nig,-ria School AW,s 

図 2 柏11[スけ1又]1'(Duzc & ¥lenakaya) 

表ー 1 カメルーンの気象条件］）

最低月

月，気温

9月 22.3℃ 

10 18.6 

12 13.5 

12-1 12.5 

12-1 17. 7 

1 16.9 

出所 (Geographiedu Cameroun) CEPMAE, Yaounde, 1976) 
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SEMRY 

じNVDA

SODER!UM 

;〈--2 稲什開発プロジェクト Ii

』両訓柏

12,000ha 

2,000 

10,000 

丈施而積

8,000ha 

1,500 

270 

カメルーンには，衣—:~l こ 1J、す 3') の柏竹 IJ廿兌プロシェクトか＇、［施されてし＼る，、中ても SEMRY

(Socidt• d'Expan,、ionat de ¥!odcrnisation c!c 1l、Rizirnlturcde Yagoua) は灌既．枡水。 irHI場［入::11l1j C乃

'1カ〈，燒、liii·I企 !iii などを「体にしたアフリカ）〈悴晶国の仙竹~の膚匁Iり水準をはかる｛こ

1 」 1i る 1!•.t{ を q;') てし •l,:,,点でil日に価する この地［べはチャト川に沿った JI五~位に低'I' な湿地,:;'i を

して水 1日にしたもり）で 1 水は地区 を流れるチャト川から楊水しており，木端川

SU m ha (ll ;jヽ、と Ht『)文）てある 図_,3 に地区の糾を，又表—- 3にSEMRYの!¥

/;f旱甘移を;J、す 規il、1」、lりての間む、1ヽ'.(は，｝悶竹業： 人でしヽ なし)こと （耕起のみ）＜刈叶晟械竹：

川柏え.Ji;(利':,;は人)))'![」がコストか泊；し、ため生/t『物の';し：れ行きかよくなし＼こと，なとで

ある i又j--l l:: I廿：11を加几訊／衿をぷす しかし，この人）JI閃竹尤は地区内に，ii軋IJ[Iりに配［行さだ＇凡

／怜｛こ),,;イi:・する I」H心しこ

力対見か必裳となる なお，

を仇仇しているため，覧械化の畔人にl摩しては余剰悶菜＇乃働

については, SEMRYは AgronomicCenterを設岡し，ぶ験[Hll

などの加設を得汀1iiiして研究泊動を丈施してし)る 最直の価究テーマは水稲品神の適）心'『t:,収穂

竹 ;i~ り）械械化，化Ill地灌履(,:よる-kl廿竹物の牧帖なとである Q しかし，これは閃場の付属ぶ験研究宇

としての研究訊動てあり，後に辿べる国立｝閃丸ー/iJI究所- (IRA) の研究活動とは‘性格• 水iりを沢にす

るものてある
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3 SEMR¥にお［ナる1応

--- ----・-- -・--・ 

牧 IJi,l ・ 198:3-—苔i 1982-83 fqt 

SE'.'v!RY 1 '7. 07!:i ha 7さら15ha - S, 9 % 

SEMRY 11 6,G53 >, 3'7い +23. 7 

区［八!RY11] l, lllZ I c: +2Lti 

-ii---1! - 14勺 740 13, 70じ 十

、1',i,i' l 
l~ 又， ぷし、（ 分な、:/へ, 

：誓ii: 1り83-81 ］り区~〗ー 23
-~))', 1 ) 只,,~-り~ ―』

SE¥!R', I 淡；. 917 Iヽン e. ::,1:1 ゞ
" ,",.'を'';(, ,; う' 

EゞMRYll れ氾 Z7, clH +29. 4 

SE¥!RY !II :5,861 11, り39 十4巳.l s /¥ ,, 

ri'-!- , 80,'.:10 74,, 氾6 ~ x ～・づ" > 'l ' 

--- -- --- . ---・-------・------ ---- - -- -- -- -- - ----- - - - ----- -

商 iした！！酋旱 1983一8,1 1982ー名：］ 仰
闊凸り］、シ

-·-·-~- - - -

区"¥--81[ 82--8:3 
a ----―------------------------- --

SEMRY 1 :12, 982トン 3、5,2日4トン G.IJ % ,L 7 L 

SEMRY [I 
I 

23,919 +11 4. l ょ1.l 
J 」I 27念 334

SEMHY ll! 1, 105 ], 949 --:-l9 2.4 

6], J 52 + 0.6 4.2 iLり
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l ";,/¥アDR(T-ppl'r Noun ¥'alley Ikvclopmcnt :¥utbo¥ity)もHi』の J じ i) -オ票1',も11(1() Ill 

こ())ような公i'

フ I ,',-; 
/、 1'i"Jtl 

，こ皮）る ），i、 fl:ti~"111H l/(; ¥ は J1til場区間か小ごく不杷 II~である八て S「:0:¥1い よ り 1"!I fl〖し、

の大

り） iて八 ,j,な

こよる枷竹4 悶文：土苔，没日か国内11'ii(にお［｝る多少丁）こ］

る木翰人を机j』i」しだしヽ場介こは， ,(J ;,jJな l‘ 
I

9

9

 

{
^
3
そ

f
 

『ヽるあ

-f.'. ンターか，小農 j」」＼の打計『J;'l:\このンなジ':_'u なく，必咬に見して＇—-のような公 ri:h

完の吋賃ことすることは，り ると息われる

JIC八えい杓Z,ij中のJ、イ：］ム (RaigornI地域水llllJ:J梵プロシェクトは， Bafm応ヽamの東北ふSkmし

ある紐やかな II I文Jli』)且に1火ま 1しだ村：］り約 1100Ill, llH柏峯J2800 ha程の平J以に,ii凹：：：オしてし}る 1叉l

ーりに，そ 0)概笈を

;jここのフ l了シェク iヽ

の，;J&]介ては，知時間ではあるかこの，；11凹地域を現地調介したっ：[: 了

他される場合に I四菜研究センターが I:,;じのような'111:格の妍究を

ることの己人は人さし］ものと思われる

カメル-ンの山I一のうち．立地条イ1の良奸な多くの合I¥分かカカオ，コーピーなとの大規校な悶

としで利月］ごれてし＼る このような閃場と 般の小仇の間の技術水，（［の格x:か）、さく小闘の農

心叫杜か倅かてあるとし}う ft(!臼ば他のILi柏民地と l叫ぷにカメルーンにつし＼ても忍められる

'2' ここ7~j、シボァール

[1q J-1f1if立322『 kn/. ! り：'.'U也1(1(f八10「 13%), 11、」iifi既悶地llll積 0.:i T-kn己総人II 9-17Jj J¥., 

茅、人uぷ）:i;J人，真よりん;{:_人「lゞ{(76.9%てある [Jjしは北綺 ,1-8 (こわたり l打晶の然＇：；｝降 Mi林

から 北 恥'r[;のサ｝＼ン ·h こ ci~ る多仕な の分布が兄られる，中作物はコーピー（芯Ohha, 27 

h ,uni, カカオ rso)j ha, ,11J」'ton), メイス（、56hha, 117Jiton), キャ,-+r一lヽ (23Jjha, 80)j 

ton i, f員 I10h ha, 49h ton Jなとてある

り），！）恥撃ては， Fl行の都介I.アビシャンの研究fl·'ヽ ；~ 省。日本人使飴及びアビジャン郊外の OR-

STOMを1』11:Jするにととめたので， [l、JI;か晶を合めた国内のJ四尤丈匹調在は丈施しなかっ

:-ii リベリア

f「L1・.1/1i柏 111『 k11/, 内農地1/0柏 1-「 kn/(3%), I付灌閥閃地1fii柏 2.3T km'. 総人fl12-1); 人，

）；化閏人1776Jj}ぃ閏 応就久人IJ年 67.1 %てある er [El上は北綺 4-9 にわたり，そのうち多くの

晶分かファイァーストーン社の111:Wltと人規校の罠l点lを始めとするtとして外責公tiのゴム 1点I(6 

H, 7. 7J」ha) 及び個人所行の中小ゴム1点I(6.3hha) におおわれている，，しかし，これらの呆て

しなく砂くゴム国地伯には!/:_ゴム採取樹齢をはるかに過ぎたも本か放岡されてしヽる［べ域が多く，

［しJ:ートが必ずしも介効に活川されていない状態である。

t作物はゴムのはかには米 (21ガ ha, 23)-j ton), キャ J サハ (8.5Jiha, 30)Jton), コーピー

(2. 5-;j ha. l. Z)j ton), カカオ (2.5)j ha. 0. G)j ton)などである。

稲の牧蛤は，焼炸l・I泳稲と，小規校な谷地田での水稲 (1:1,j期作）及び陸稲であり．収贔は 1ton/ 

ha f『以て技術水準は必しも似jしヽとはパえなしピ

-13-
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N. 訪l畠研究樹 の概要

1. カメル""""ン

1―q 'lnslil11t clぃlaRcc:hcrchc ¥区I呵onいmiqur.m.¥ ! Iよl 改立て打都 Yaoundc't[¥ 

タトO)l'¥holbiゞヽ oniこ本晶かあり， カメル-:--『t_,こ6研完センター'16ステーシコン， :29,;人駿地よ

り成る不｝！、「/---クを介してし＼る ([X[-Ii 

名， テクニシャン 1国）各てある

j_ Ml'完スタ/7にダ.)し,・c'よ研究名lり（）名・イ「外fiJI―

を含めた研究随叫［はよく • 竹岬さiしてし'..:'.>ofi!l/:'.: 

閃する/iJf完の'Jc:務｛よ Dschang(、~ おしヽて＇）こ加さオしてし、＇るため， 本乳1;におし)又'.:'iよliJl賃因内の研究拭，協

やぶ験lilll 場·.~の似1,1り、IJ、ill'.はMi,忍出斗こなか')だ 本；1[; ご丈り韮［~ドの liHI場汎騎を見だ限りては，了フリ

カの｝古l 丑辺ぷ !kl より Jj~l)'&は l;で,,;;jしヽ 水，りにあるとは、いわiしなし＼ 現在丈枷中の間究プロクフムは22

c:V) ;)、 ft月HM勿て；ょ只;:![. lJ↓ 菜｝乳.,,x j』I.I点］公・｝ヽ ナナ (r!J用JT])・足相. T~'、ウイ7:陪勿て（よカカオ・

:1 .. ! こ一 ・ill1Hfl物・

林• 本十~' この；i 

什1勿・コ‘ム.} ¥-}-→） r . ;、イナ-J -/ル，林菜ては忍悶降Ill林っサ／＼ンナ

氏.J_j・孔・札'1物・此HJ村i'l勿・ファーミンクシステムなどてある

firiを含めこは如｛こ!Y,Jする研究は， IR;カ'IlTc1O)りーダーン）プの Iヽ｛こ1981年から 19り日年の

で進めている 及び杵及フ・ロシェク）・(NationalCereal Research a叫 ExtenゞionProject : 

NCRE)のlドに糾込まれCし＇ヽる Till完吋象はメイス，加・ソルカム・ミレ！卜てあり，柏につし＼て

はIIT1¥から参[lfljしズ:し}る H名の研究者のうら 2名 I_brc叫ぃ.7文ひ ap;onomist)が山）成1凡山性されてし＼

乙¥cc・onorniゞt ど名 ・pathologiヽt 2名・ cntomo!ugiヽt ,2名｛よ， 4竹物↑晶をすll、月

究打：こ， lk.¥ 打かカウンターハートとして 1紛）jする形になっている

こオしら（、［）研

閃菜研究セ

ンターと lR入との仙に 1悶するリ；詞研完左 1)')とすれは，この '¥CR「プロシェクトの傘のドて rn八

とり）間 る、=-とになるであらう

2. ご］ートシホァール

研究・H学省（］し0)研究・日・管・敦行省か改糾されたもの）の傘卜に ORSTOMを含めた多くの研

知恥かある， ORSTOMは例えは気象・水文なとのJ,し礎月予の晶分野を研究対象とする研究叫てあ

るか．ここの ORSTOl¥!は柏の品袖叩'i'『I・，燒r.111のファーミンクシステムとし)った応用的刊．格の強し)

研究も『掛けてしヽ る},¥に開・色かある

ORSTO¥! の研究糾熾はi、-11に小すとおりてある、，仙につし＼ては，逍仏研究の J隠としてアフ

リカ各 l土［から凸仏存隙を収集しその牡、けを検，Hする研究を')~加してしヽるが，人規位なものてはな

ぃ，~~ 研究者の中にフランスから＊て学位取得のための研究に取り糾んでいる:+~い研究者か多い力、

か日につく 研完嵐立はよく『け用されており，研究字内のもげ砂計Jiiiも先進晶rnに近い水州である

今[11Jの調脊では， Agronomic(特に，燒WJhj'(によるキャノサJヽ枚砧における，砧による地り[tlj

の力社:)• Entomovirolo如(牡に、ウィールスによるオイル)¥ーム虫¥ii0) 11: 物的防除itl, En-

tomologie Agrocolc (特に，古虫のコレクシコン）， (;cnctiquc('. 廿に，アフリカの扉間屑の収集と

品柿牡刊ぶ験）の各研究字を油間したc
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図—- 6 IRA テーション配置（カメルーン）

CARTE DE SITUATION DES STRUCTURES 

Q 50 1 on 1 50 km 
L I •.. 一，

Structures LR.A. 

● Direction 
11 Centres 
• Stations 

• Antennes 

NIGERIA 
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N.-,1 ORSTOI¥! の研究チームと研究プロクラム

I jiさ AGRONOMIE

Elaboration des Compoゞantesdu Rcndcmcnt du l¥lanioc : Ji、onctionncmc叫 ctEん olution(い

Agro-Syslemes :'i Rase ¥fanioc du Sud de la Cote c「lvoll'c.

12;, ¥GRON0¥1JE-PEDOLOGIE 

Impact des Svstcmcs Techniques c「Exploitationsur !'Evolution du M山CH. Consequences 

Agronomiques 

ふ， l-l!OC[」M;¥TOLOGlE-AGRONOMIE

Etude des Transports d'Eau danヽ leSystl'me Sol--Pl antes-A tmoヽphcrc.

,41. B!OLOG!E CELI『LAIREVEGETABLE. PHYSIOLOGIE. nIOC!IEM!E, BlOTECH'-JOLOGJE 

RaヽesPliysiologiqucヽ L'tBioch1miques ck la Production Vegctale. 

, 5.l. E'-JTOIVIOVIROLOG!E 

Luttc Biologiquc-lclentification des Virus Entornopalho-gencs. 

: 6J. ENTOMOLQ(;!E MEDICALE-V !OLOGJE-MAMMALPG!E 

Surveillance et Eludes Epiclemiologiques des Arboviroses en C6tc cf!vmrc. 

(7). ENTO!vlOLOGIE AGRICOLE-PHYTOPATI!OLOGIE 

In、ectes Ravageurs et Parasites des Legurnineuses a grainl's en Afrique de 「Oucゞt

I Cultures et Stocks). 

ふ GENETIQじE

Evolution des Vegetaux Culiives. Rcsssourccs Phytogeneliques et An叫 ioration des 

Plantes en ¥liiicu Tropical. 

19). HYDROLOGIE 

Etuclc de la Gestion lntegr紐 desRessources en Eau de la Cote d'lvmre 

iJO). HYDROGIE-PEDOLOGIE 

A叫 ysedu Ruissellcment de l'Infiltration el de !'Erosion a !'Aide des Techniques de 

Simulation de Pluie 

illl. NEMATOLOGIE-PHYTOPATHOLOGIE 

Les Nematodes Phytoparasites des Cultures Tropicales et Subtropicales. 

02). PEDOLOGIE 

Cartographie des Sols de Cote d'Ivoire. 

(13l. PHYTOPATHOLOGIE 

Interactions H<'ite-Parasite dans k cas de Champigno Phytopathogenes 

Surveillance Phytosanitairc dE、Plantescultivces, Biologic des Parasites et Methodes de Jutte. 

(14). Pl!YTOVIROLOGIE 

Identification et Epidemiologie des Viroses de Plantes. Mise au point de mNhodcs de lutte 

!15). PHYTS!OLOG!E VEGITALE 

-17-



A melioration des Plantes z, Tuberculcs 
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リ/~ リア0)りJf';笠翡隻I琵]''.『

Lt:Jf原 閃としては， 1JLj7 7 リブ';H□ ttH,; も 16hi~i\Vc·,ヽ t.¥friz:zi !{ice lkveiopmrnl .¥さiヽ oci;甘(()ll

W八RDA) の

及しこあっだため現在は f¥lonrovia郊外約 -HJkmの I□1dallにある＼＼＇八 Rlい

し，

名（内り門家511乞）、

し，＼て， CG!AR0)勧冑に恥づく見直しを

仏、＇炭である，、＼＼八 1m¥ o)糾織は図ー 8に小す通りてあるか. f外えは :¥lali夕） c¥fopu (~ しも_!--

り）liJIりビステーシコンが198日年度に閉

直し

るロ

不tl由な仮fiまししを続けてv'る はりは

{を月，ぅて

にはや

リ）による

r
~
 

久

lcJ
この協

年間f粋 6-10白り［ゞ＄てある

る。研究凸動につし}ては[I¥--8の研究・闊l

1つの地j或ステーシ、』ン（

：ロクプール／シェラレオーネ，

• :i臼虫'/ii切

湘Iヽンク＼及ひポスト I¥ーベスト

([匁I--9 
。
、
'

主だ，

9ド;'fl¥(よ19861¥lO月までは白部 l¥1onnl¥l!l;!ff)、](:::あ')/:_ 

中であリ，

されるなどの

．セントルイス／セネカルう

フェンタール/1,'ヘリア

日本から多くの

}JU闊n玉H:tl又I・、. 7 (こ

まこ＼協

を広り込んてし,;;:) l 

ンター

l Ciカ・I

J み

r1~Ht 。,,,f)『[1il!.t翡， イハダン／ナイジェリアにある

リアにある中央データ処刑ユニ，｝卜

し、=1 j。オ)1しでお ,J'

：フ~アケ／：：］ート

l)WV; 

ホ;''ール

口ある

いIiん｝＼＇り『『ネか ij('悶

,
J
 

P

し
？
 “,’ ス

防疫ステーシ』

!,if, さ

'']f'Cc' 
j[l;j JI, 

フ ン

1-1,' 
- -j い

'""' //  

：モ

凩:Lこし＼

/ ,; へ')了；＂

,‘、0/
 

a
,
 

ケ
ゾ
，

＇と・＇
,

i

 

9
,

．1 

t、hi

1
1
 

t
a
 

~, 

tこ!iJffl匁合1;(TIWJ は：，

（各仲統ぃlテータ処岬及
，
 

＼
 

9
1
 

~
 

,
Iー，ヽ

f
ダ
i
9
[

、、平

ポストノ＼ーベスト技術を貪も各f車の研修を＼＼八RI、)八

、,.
［ 

ール，/1_,ベ

• 7 
V.  ゲ

心
士
士

" , !, 

を対象に実施してしヽる、）研究者の丁，力は上，心の 1つの地域侃究ステ
ヽヽ 、 I • 
j ヨ/,、一 7,Lこ・,"、しい

本合1;i~ も

リヘリアの国立研究板Iリ」としては。

されて活飩してし ,7;;

叶！央農業研究！リi¥ Ccnlral Agrirnltiral Research Inゞtilutr: 

CARI)が， ((都 Monroviaから 190km杵奥地に人った Suakokoにある 設立は ←ヂ'に
＇ 

旧乞伍

(CAES)から現在の名所 (CARI) になったのは1983年，研究者数は約,10名てある"liJ!、先狐は， 、ーー＇ -‘,‘ 
↓
y
 

i陀・上地及び水介源利用， ｛午収勿―1戊J:;'i' 竹：牛勿i呆謹：， 水）年， の 6祁で， ii}f'うじ i寸賃uよ fin• メイ

ズ・根菜・豆類・野菜・果樹及び樹本作物， 牛・「— ·illY→ ・豚，家畜病、作物柄虫' I, 

1,・,, 出9
又
.. ・ 

/jヽ^ 象水文，淡水j定殖魚， 農機几改良など多岐にわたる。 また，

どの国際機閃とも緊密な協）］関係にあり， 地域に適する水桶晶神の

WARD/¥, llTA, IRR! な

1次兄り吼lj」・.±.ifo) f1JIグじなと

が進められている C 1J)f究施設の維持竹理は上般に良好て，研究者の中には先迦占国の大学に悴学

経験をりつ人や外国から派遣された研究者が多く，研究紅欲は仇い。 しかし，研究のI;、1容はこの

国の農業技術の発展段階の低さに対応した実用的・許及的色彩の強いものか多く，研究装備の水

準も砂し iとは云し＼難し‘っ
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W ARDA MEMBER COUNTRIES 

図ー 7 WARDA加盟国 (16か国）
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WARDA Organizational Stru<::ture 

(Based on description tn this booklet) 

Governing Council. (GC) 

釦 lent江icand T血叫

Car叫 ttee(函）

W A R D A S EiC R E T A R I A T 

Exec1且ふveSecretariat 
（区.Secre工 y,知 tyE.S. 緊 etc.)

Research四 1dDevelopmをnt

Department (RDV) 

Training.Department 

(TRD) 

Research Development Support Units 

Support Services 
Di.visions 

-----―ユ旦旦~~ユ:...!_T2.__旦~!______  _ 

SI:. = Seed Lab, Fendall 
PTL = Post-harvest Technology Lab, Fendall 
SNF = Seed Nursery Farm, Suakoko 
PQ = Plant Quarantine, Ibadan 
CDM = Central Data Unit, HQRS 

図ー 8 WARDA組織図 119
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Rok 

SIERRA 
LEONE 

闊ilffll"O

LIBERIA 

KEY 

．．．
 

回

圏

1. Upland rice 

2。Mangroveswamp rice 

3. Irrigated rice 

4. Deepwater and floating rice 

Regional resea『chstations 

WA.RDA headquarters 

図ー 9 WARDAの研究ステーション配骰
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V. 所 ）成』LO;ヽ

1 . {i)I究事'li'iにつし'て

内アフリカの柏作には，非常に1、安定かつ I息始的な 1則面から安',i~ しだ辻仇的人規悦／閃場的側訓

まて， まだ，極端な帆湿地から極端な屹既地に:i'(るまでの，広範WJかつ多1hiflり性格かある'多神

な間凶か沢なったレヘルて発外しているが，稲作の•B要1、生か束怜j アジア地域利には此；くない

ためか， r::i:図解決のための努力はさはと熱心には講しられてし 'i'.tいように息われる。合木の統，n

責オfに小すように，牛吋『［水；いよ必ずしも邸くはないc

¥VARD¥や IITAによる国繁的規模の価究泊動との密核な連絡・協力のもとに，地域飩の具．｛本的

な!Ill氾解決にlllJIJての研究活動が展IJrlされることか咆まししヽのであるか，そのための

施設忙価.! 甘政『:11なとか知期間に丈現する iJ」能骨は， 日木，'］からのよはど柏極的な仇助ても 11iJ

始されなしヽ限り小きしヽものと思われる。

研究活動は糸んけられてはし.)るか，あるものは現実の』•’常に低水準の農菜の改it·; を立図しだ農l

改良許及｝＇斤的竹格か強くて日本人研究打にはつ苔あいにくく，あるものについては［山界的な枠糾

のもとに糾織的かつ槻械的に進められてし＼るためこの地域に小慣れな日本人が辿方からし、合なり

参訓することに多少の小安があったりする。東iYiアシア等と比較すると，かなりとっつきにくし}

他しかあることは否めない。

広範間な研究対象の中から，たとえは乾骰地の大規模・潅閥柿作といった限られた対象に

を紋って， 日本人研究者とのjl]i'廿な協力か可能な研完施設・研究者・バ泊環燒を行する国を選ん

て，に期的な研究活動の）1t間を図ることか望ましいと息われるか，このような条nを尤価したl旦

はそう仙爪には見つかりそうになし¥というのか，今［口lの調在の感想てある

2. 今後の研究協力について

今[iii』tJ介した 3かド］は，何れも今後熱恰農業研究センターとの今後の共詞研究の rij能刊をiかつ

[!,]てあるが，その中では特にコートジボァールが望ましい条件を比較的多く価えていると思、われ

9
3
 

る

また，アフリカ晶国仝般に共通して，“共1,iJ研究を実施する際の相手[!iJ研究者の行質向上のため

の日本での研修・学位取得笠についてヨーロ Jパ；［国等に比して大きな遜色のない配｝息か吋泥か

否が＇としヽう問題がある。この柿の配慮の 11J!if,は，共Iい］研究の円滑な実1地の11]否に大きな翡ク料を

及はすものであるが，我が日の現行諸制度はこの点についてばし、ずしも柏極的てはない。今後ア

フリカにおいて本格的な研究協力を開始する際には，この間題にどう対処するかを允分に検吋す

る必要があると息われる c

なお，“生活コスト（］，｝に家賃）の高さにどう対処するか”も，以下に述べるようにアフリカ晶

国全般に共通する特別な捐疫間題であると云える。

-22-



l) カメルーン

NCRE i穀如研究・許及プロン‘ェクト） I'汀ご， !RA ([月立JJ'd:>{;:jijf'j厄！斤） と：り力の研完第 l

晶又は第 Zi,11との共[,,]研究を，']サl'ンナ地恰ての，大規投灌闘柏作を対集に， 1¥Iarouaを拠］＇』にし

る

の人；且け仇灌履:Kif『を吋象に， Baffouヽ;-imを拠11,r(、::iダ

テーマは，

JICA・Baigornフロンェクトヘの貞献を念叩におしご，帆綺度・

・1i f1T1・J); 凡 !j巳十'l·t~: .'"°' !,、

るか， 0)i'. ✓') 

. 11~·v: 地

えらiしる、 f1J!完

・農業1裏盤杞価なとの中から選択するの

か雌判と屈われる（その場合には，＇、? 校 ':Ji)、JIりしなとの4泊関連施設の整仙水州の低さ，家賃を合

めた生凸コストの砂さ，などか崎訓する；・［度＇炭間題となるであろう(

→ど）コートシホァール

八bid1anまだは Bn11akc ｛こして, IDESSA (サl ンヽナ{iii究所， fr Huuake), Ol?.STOM (I月発

|、1JJfj-:、?Mぅビけi, り八dinpo-DrJ!imcパc.U!3ouakc,, \VAl~Dへ (jllj アフリカ析ii屑梵協公， 本部は{F'}

ベリア， の フアケ）なとと省力の内け盤技1行研究部.fi:if究第 1部又は第 2部との

Jl l,iJiiJi'応を

閃しよ， 昇カ

ることかぢえられる /ill賃戸ーーマ（必『しも稲に限定しなし＼）及ひ協力研究l炭

何により多↑：［し ある 生泊コストや地）」都巾の1活閃連方加戊

繁/iili;j(iり~，の間也はあるか，カメルーンの場含に比べて 、
eる

;3) 11ベ｝）ア
,'''  

WARDAとの協りは，士叫汀見出し＇の終「を情って検 ,Hすべきてあるか、 リベリアの本祁より

コートシホァールやセネカルの仙完文所との間て＇）こ施する力か適乳てあると息われる

中央閃文1iJIー究所 (CARI) との共日研究も小 はなし＼が， P1内の低しサ悶菜技術水準向上のだ

＆りび），,JこJj)(1り・酋'}文 位し ．を してしぶるt晟/J,ljてあるため、 共1,;J研究テーマ には

竹別な汀瓜を変する まだ， ij11りl¥:J連施は杞価水準の低さと什泊コストの閻さにつしヽては，他の

2国と詞様の間題かある D
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記↑
K

1. CAMEROON 

(I) SEMRY (Societe d'Expansion ct de Modanisation de la Riヽicult.urede Yagoua) P. 0 B.'16 

Yaはoua

1) SEM!<Y l 

Ndongmo Jean Rcrrc : Director 

Gonsou Parfair : Production chief 

(Z; IRA (Institute cle la R'"clwrchf Agronomique、) B. r. 2123 Yaounde 

Rene Kaiser : Chef du Service de la Rechcrche 

Dr. Emmanuel Ayikoc Atayi :'-./CRE Project leader 

i3) Baigom Project (JICA) B. P l G Founbot 

Jearじ MarieA teba : Din°ctor. Project de Development Agricole BAIGOM 

14¥ Mitui & CO ICameronn) SARL B. P. 3624・-DOUALA Imm. BICIC 4c Etagc 

Akihiko Yahata : Preclsidenl 

2. COTE rnvorn 

i I! Minislere de la Rec here he Scicntifiquc、P.0. B. 11りAbidJan

Ouayogodc Bakary: Director (Recherches Technologiques) 

Yao Kouame Albert : Deputy Director 

12) ORSTOM d'Adiopodoume 

G. Fcdicre : Entomologist 

D. Dauthville : Entomologist DR 

G. Hainnaux : Agronomist 

A. Ghcscdvicr(': Genesist 

B. Assmian : Genesist 

(3) Embassy of Japan 

Mr. Kuroki : Counselor 

Mr. Araragi : Attache 

3. Liberia 

11) WARDA (West Africa Rice Development As, ヽociation)P. 0. B. l O 19 Monrovia 

A. Jagne : Acting Execitive Secretary 

L. Faye : Chief of Communicat10ns 

D. Sanny : Rural Engineer MS 

S. Botchey : Senior Agronomist PhD 

L. Annat : Economist MS 

A. Abifarin : Senior Breeder llTA Liaison Scientist PhD 

A. Adewusi : Processing Engineer MS 
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H. Mi_vai, ヽhi: Pruccゞヽ ingEngineer (JICA) 

K. Crnteh : Head of Training Centt,r 

A. iv!aiga : Trainer PhD 

!. Akintayo : Trainer 

,2) い¥RI (C叫 tral鱗 riculturcReゞearchInstitute) Suakoko P 0. B. :1929 Monrovia 

Dr. Walter T. Wiles: Director DR 

J. Qut'libo: ffrscarch Coordinator 

W.1¥/.B』 el: ;¥gricu ltnral Engmccnng 

S. S. Gissie : Post lfarvC'st Technology 

J. W. Milkr書 ¥grnnomy (rice) 

W. K. Massaquoi : Agronomy (ri(文 1

M. A・・As Saqui : Agronomy (root crop) 

W. Jon総 ： Agronomv (vegetables) 

J. T. Voker: Agronomy (legumEも＼

W. K T Swen : Agronomy (tree crop) 

C. K. Ivlulbah : Head of Soil Science恥 pt.

A. S. Gedeo : Head of Socio Economic Dept. 

3; Embassy of Japan 

T. lshidoh : Counselor 

T. Kagcyama : 八ttache 

4. France 

1 l ¥ Embassy of Japan 

S. Tominaga : Attache 
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付表ー 2 主災な取得資料—

l. Cameroon 

c-1. SEMl<Y Report d'Active Exercise 1983-19811 

c-2. SEMRY Report lYActive Evercise 1984-198日

c-3 . Institute de la Recherche Agronorniquc (IR1¥慨＇炭）

c-1 . Situation els Recherches en Cours 1986 

c-5. Natio叫 CerealsRcsl'arch and Extension Project (NCRE) 

Terminal Report 1981・1985 USA!D!IIT八/IRA1985 

2 . COTE D'IVO!R 

[ -1 . CrnSTOM組織別活動内容概要書

1 -2. Biological control of a limacodid oil palm pest in Ivory Coast. by use of a small 1somenc 

virus : Fcdierc G. , !l!onsarrat P. & R. 1981 

I --3. Biological control of CASPHALIA EXT!U¥NEA (lepidoptera limacodidac) defoliator 0f oil 

palm and coconut in Ivory Coast : Fediere. G. Monsarrat P. & l¥fariau D. 1986 

l --•l. Etucles des virus d'insecies pathogencs pour Jes ravaqeurs des palmeraics : Fediere G. 1985 

1 -5 . ORS TOM Centre cl'Adiopodourne : Laboratoire de Genetique (研究室活動の紹介） 1985 

3 . Liberia 

11) WARDA 

L-1 . ¥VARDA, It's structure function & operations 1985 

L-2. WARDA Highlight 1985 

L-3 , W ARDA Annual Report 1983 

L-4. W ARDA Synthese des Activites 1981 

L-5 . Rice Statistical Year Book 1981 

L-6 . Rice Statistical Year Book 1986 

L-7 . Technical News Letter vol. 6 no. 1 1986 

L-8. Occasional Paper no. 8 (Socio Economic Study of Rice Farming in Mali) 1986 

L-9. Occasional Paper no. 7 (Riceland in West Africa) 1986 

L-10. The Principal Insect Pests of Rice in West Africa and Their Control 1983 

L-11. Main Rice Diseases in West Africa 1981 

L-12. Weeding of Paddies in West Africa and Catalogue of the Main Weeds 1978 

L-13. Regional Upland Rice Research Station/Bouake, 1986 Activity Report 

L-14. Regional Mangrove Swamp Rice Research Station.lRokupr, 1985 Research Highlight & 

1986 Programme of Work 

L-15. Regional Mangrove Swamp Rice Research Station/Rokupr, 1986 Activity Report 
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L-16. Regional l n瞑atedRice RいcarchStatrnn/Saint-Louis, Sumrnary of Results ior 1985 

L-17. The WA.RDA Technology Asscゞsmentand Transfer Programme (Report of Aclivill砂

and Major Achievements) 1981-1986 : S八.BotchしV

!2) CARI 

L-18. 1981-8'.2八¥nnualResearch Report 

L-19. 198包・8-1Annual Research Rし・port
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{、J、¥VARDA)J[]¥盟［月

付人ー］ゞ WARD八晶国における：）年間

Table 2, Five years /¥,・crage of Arca under Rice Unit : 1000 ha 

r「ableau 2. 1叶oy('nncsur cinq ans de la supcrficie Unite : 1000 ha 

cult1vee en nz 

Countries 

Pays 

Benrn 

Burkina Faゞ0

Cola d'Ivoire 

The Gambia 

Ghana 

Gurnee 

Guinec-Bissau 

Liberia 

Mali 

Maurita ml 

Niger 

N1_ger1a 

Senegal 

Sierra Leone 

Togo 

W ARDA/ AD RAD 

Average 

Moyenne 

1960/64 

Average 

Moycnnc 

1965/69 

八veragc,

Moyenne 

1970/71 

J¥ vcrage 

Moyennc 

1975/79 

一ーし・—← --------・— -----------—• — ---・------一しー・・---―----------・ —•—---- --------------―・------・ —→一--·- ----

2.0 'w ) •• , 1 4.0 10. :3 

45.4 38.4 n.o 41. ,1 

210. 0 281. 6 292,6 411.6 

~')只"• ウI 25.4 21. 0 2~1. 4 

:34, 6 34. 1 63. 7 68.0 

25,1. 6 310.0 408.8 /438. 8 

67.8 40.0 32.6 44.6 

125.9 131. 9 ]73.8 198.3 

166. 7 167.9 168. 1 170. 0 

CH 0. 7 0. 7 l. 6 

9. 1 13.6 16. 7 21. 2 

168.6 220.8 301. 6 335.4 

H.8 91. 3 76.8 83. 9 

295.8 :325, 6 422.6 424.8 

22.1 25。4 19.9 24.8 

1534.0 1742. l 2046.8 23り1.0

3) WARD A• RICE ST AT!STICS YEARBOOK 6th Edition R り1月l
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Average 

lVloycnne 

1980/84 

8.1 

29. 7* 

368. 2 

20. 7 

70.8 

5!¥4. 8 

129. O* 

220.!¥ 

130.9 

3. 6* 

20.6 

610. 0 

66.1 

395. 3* 

14. 2 

2633. O* 



付表ー 2. ¥V ARD.¥ におしナる 5年間平均，

Table 4。

4
 

！
 

i
 

ヽ
i
9.

，5
 e

 
b
 

a
 

ヽー

Fいcniars A vcragc of 

Paddy Production 

!¥loyenne sur cinq ans de la 

Production de paddy 

Unit 

Unite 

1000 T 

1000 T 

Countries 
Average Average Average Average Average 

l •)d、 Va S 
Moyenne Moyennc Moyenne Moyenne Moyenne 

1960/64 1965/69 1970/74 1975/79 1980/81( 

▼ー---—―···------—--------—--------·-- -----------------・---------·-—, ....... 一"・--・・---・ 一--・—-------• —• 一一—―,-------・ 一~ー-------→一-------------------・-

Bemn 1. 1 1. 6 6.5 20. 1 7.9 

Burkina Faso :13. 0 37.2 35.4 34. 0 39. l* 

Cota d'Ivoire 202.4 307.6 352. ,1 494.2 426.8 

The Gambia 3L 4 34.2 32.9 31. 2 35.2 

Ghana 35、8 11、O 61. 8 66.3 63.4 

Gurnee 274.4 320.6 380.6 395.8 450.8 

Gmnee-Bissau 114. 5 55.6 33.0 59. tl * * 107. 7* 

L山ena 117. 2 147.8 214.8 216.0 278. l 

Mali 176.6 156.3 163.2 194.0 115. 7 

Mauritanie 0. 6 0.9 2.6 7.0 12. 9* 

Niger 10. 9 33.6 29.8 26.0 11. 7 

Nigeria 196.8 299. 2 437.6 652.2 1209.0 

s□ 1cgal 94. 1 116.3 86.5 115.8 115. 0 

Sierra Leone 311. 6 417.4 580.4 601. 6 406. 3* 

Togo 16.0 20.4 16. 7 21. 6 14. 7 

-----ヤー---------------------—上—--------------ー一一--ー--・――. -. —ー一→ 一→ー—------―, —----·-· ―--------・・. —- --------・・-----------一一→一-----―---------------------・ —し―一

WARDA/ AD RAD 1616.4 1989.8 2434. l 2965.3 3354.3* 
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-:) . ¥VARDA 

Table 6. 

Tablean 6, 

Countries 

Pays 

におけるり年間平均の米反収

Fいcyears Average of the Estimated 

Yield of Padel} 

"vloyenne sur cinq ans des rendcments 

cstimes en paddy 

Average 八vcragc

Moycnne Moyenne 

1960/6,1 1965/69 
---------・ 心-------一-・・・----------------------------・-----------・------

Benm 514.6 690. 7 

Burkma Faso 726.9 968.8 

Cota (「lvmre 813. :-i 1092. 3 

The Gambia 1223. 7 1346. 5 

Ghana l031. 7 1203. 1 

Gurnee 1077. 8 942. 9 

Gurnce-B1ssa u 1690.0 1390. 0 

Liberia 930.6 1095.6 

Mali 1059.4 930.7 

Mauritame 1041. 7 1382. ,1 

Niger 1190. 4 2477.2 

Nigeria 1167. 0 1355.2 

Senegal 1256.8 1273.3 

Sierra Leone 1053. 4 1281. 9 

Togo 71-1.3 803.1 

WARDA/ADRJ¥D 1053.6 1112. 2 
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じnit

Unite 

Average 

Moyenne 

1970/74 

1628. 1 

862.1 

1204.4 

1367.7 

970.2 

931. 0 

[012.3 

1236.2 

971. 0 

3852.9 

1788. 7 

11り1.0

1125. 8 

1373. :-; 

837.2 

1189. 2 

Kg/ha 

Kg/ha 

Average 

Moyennc 

1975/79 

]96::l, 〔）

820.0 

1192. 0 

1:)35. 6 

974.7 

902.0 

133 l. 8 

1240.4 

]141、7

,1362. 5 

1229. 7 

1941.5 

1380.3 

1416.2 

873.3 

1288. 7 

Average 

'vloyenne 

[980/81 

940. り

1159. 2 

923. 3* 

1700.5 

895.5 

827.4 

831. 9* 

1261.8 

1113. 1 

358:l. 3* 

2021.3 

1982.0 

.l 731. 9 

1027. 8* 

1035.3 

1273.9 



付人一 4. WARD八 5年間平均の米自

Table li,~ . Fいeyeai s A Yerage of Rice Self-Sufficiency Rate Umt ％ 

Tableau 17. /'doyenne sm crnq ans du taux d'autosuff1sanc~ I「nite Olo ' 

en nz 

---------~ --------------~ --・-----←  -

Countries 
Average ,¥verage Average 八vcrage Average 

Pays 
l¥loyennl' Moyrn1知 Moyenne Moyennc !¥-loyenne 

1960/64 196S/G9 1970/74 1980/8,1 
-・・- --- -- し—-- -・ つ------・----------・ ―・-------・ ―・-・ 一~ー--・―・-・ ―---------ー..---------------・--. —- -·--• -・ 

Benin 12、4 9,6 26. 7 10.3 22.9 

Burkina Faso 83. l 81.3 71.3 48.0 '.H. 2 

Cota d'lvo1rで 70. 1 73.0 71. 3 67.8 12.0 

The Gambia 63. 7 66.3 日2.8 tlL 1 26. 7 

Ghana 28.8 36. 7 48.3 45.8 4L 2 

Gurnee 8:3. 1 82. 1 82.9 83.4 71.1 

Gurnee~Bissau 94.6 78.0 47. ,1 64. 9 60. 1 

し］恥ria 63. り 6日,4 71. l 72. 7 M。l

Mali 100.0 9丘.2 69. 7 8S. 巳 4り.2

!¥!auntanie 4.2 1。5 にcl.Jつ •I;· , ウI w. 0 

Niger 8・1. 8 93,6 87. I 66.3 23.0 

Nigena 98. 7 99.3 98.8 り0.9 51. 4 

SeHegal 巳78 2G.8 23.3 22.7 15.5 

Sierra Leone 92.6 91. 0 91.1 91. 0 77.1 

Togo 70.8 81. () 70.0 :55. 5 86.4 

WARDA/ADRAD 7 2 2 71. 6 71. 5 62.0 48.3 
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―-.r ) ［月祖J斎充，l「会父f飢＼ （こー］ートシ汁iTール｝

Table 26や

勺1'a!H' eau しウりC ぃ ccr「ED'IVOIRE 

r/]C(、9 Paddy Local Net 丁otal l忙T !fate of 
Area n iroo, uc-- Rice lmport Rice Capita Self 

Uon consし1打l- し’‘OIEUITJ- Consum- suffじ

med med Ill('() c1ency 

Produc- Renda- R立 Consom- Consom- Taux 
t10n de nieDt an Local matwn mat10n d'auto~ 

an nz Paddy paddy consom- ncttes totale per sum-
de nz capita sance 
(1000'「) ぶ g) 0,/ 。

--~・・・----・・-・・・・・.. -

1960 218.0 160.0 7:3;1 71. 3り "[2, 0 1 JO. 79 30. ;, 61, ,1 

1961 206.0 156.0 7, ,,l0 l 81. fi1 り（）．（） 121. 04 31. 8 67. 1 

1962 260. り ''"1'-70 "・＼,、-！ 88] O,,Q v ,47. 0 116. 39 29.5 66. l 

]963 

゜
219. り 894 119や 04 33.7 158. 111 38.3 ワ'~c;・; 1 

196,J 271 .. () 248.0 91S 1'.~. □ 2 e'~') ・r: I 151. 62 35.3 71。0

196:-) 261. り （） 9打8 129, 1 日8.8 ]86. 71 41. 1 69. l 

]966 幻包 0 Zfa 0 1066 130.37 82.8 187.97 d.0. 0 69.1 

1967 30上り 315, 0 1H6 112. 応 /j :3、0 200.25 41. 0 7L 2 

J 968 300.0 :365.0 1217 182.39 ,16. 0 239.99 ,t7. 0 76.0 

1969 288.0 :303、0 105> 194, 25 りり.6 251. 85 47.6 77. 1 

]970 28り．（） 3Hi. 0 1093 166. 63 78.8 236, Oil 42. 7 70そ 6

1971 :~82. 0 385.0 1365 171.68 97.3 276.88 ,18. 2 6:-l. l 

1972 285.0 3:20.0 1123 :215. り2 77. l 288. 52 48.3 74. 7 

1973 29(), ゚ 335,0 ]155 176.68 147. 9 295. 28 47.5 59.8 

1974 317.0 406.6 1281 181.34 73.0 190.81 29.5 96.6 

]97り 390.0 496. 0 1272 223. lり 1. 6 202.85 30.2 l 10. 0 

1976 398.0 ,160. 0 11国6 276.24 り6.,へ) 382.91 S4.8 72. 1 

1977 409.0 1-77.0 1166 254.34 121. 4 389. 14 53. 5 65.1 

1978 428.0 504.0 1178 263. 5G 125.7 439.86 58.2 59.9 

1979 448.0 531. 0 1192 278.68 197.6 ,196. 48 63.2 56. 1 

1980 357.0 350.0 980 300. 70 252. 7 543. 10 66.1 55.4 

1981 340.0 390.0 ]]47 192.20 335.3 498.30 58.6 38.6 

1982 350.0 ,120. 0 1200 215.20 35G. 7 578.60 65.1 37.2 

1983 380.0 360.0 947 231. 90 382.5 681. 90 71. 1 34. 0 

1984 400.0 490.0 1225 195. ・10 320.8 315.40 36.4 56.5 

1985 ,170. 0 570. 0 1213 269.30 250.0 419.30 42. 7 64.2 
--―-------------------―し・・"-----------------、 -----・--------------------- -------ー――→—-----------------------・-----・ —·---------
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り。 囚別統吋数他tB (リヘリア）

Table :31_ 
Tableau 31. し!BERA

-----・→"----------------------------------------------—-—- ------・ —-- ---------------------―----------ーー、--・------・-----------・ 一--

Rice Paddy Paddy Local Net Total Per Rate of 
'¥rea Produc - y1dd Rice Import Rice Capita Self 

trnn consum- Consum- Consunじ suffl-
med med med c1encv 

Su par- Produc- Renda- R1z lmpor- Consom→し Consom- Taux 
firn, llon de ment an Local tatwns mat1on mation d'auto-
en nz Paddy paddy consom- nettes tolale per suffl-

me de nz capita sance 
(lOOOha) (JOOOT) (Kg/ha) (1000T) (JOOOT) (lOOOT J (Kg) ％ 

-____________ , ___ ,. ___—- ----- ← —•—- ----・-----------------------・------・--・----------・.. 

1960 123.0 110.。 894 55.09 27.3 82.39 85.6 66.9 

1961 1211. 6 112. 0 899 54、17 27.8 81. 97 82.4 66. 1 

1962 ]25.9 113. 0 898 SS.19 27.8 82.9:3 80. 7 66.5 

1963 127. 1 12L 0 952 55.68 35.9 91. 58 86.2 60.8 

1964 129. 1 13000 1007 59.92 41. 9 101. 82 92.8 58.8 

1965 131. 5 140.0 1063 64.68 33.0 97.68 86.2 66.2 

1966 ]32. 7 Hl. 0 1063 70.03 46.3 116. 33 99.3 60.2 

1967 133.5 142.0 1064 70.53 34.4 104. 93 86. 7 67.2 

1968 138. ,1 153.0 llOS 70.87 45.5 116. 37 93. 1 60.9 

1969 1:18. 4 163.0 1178 76.81 27.8 104.61 81. 0 73.4 

1970 153.8 190.0 1235 91. 08 49.0 140.08 105.0 65.0 

1971 161. 8 200.0 1236 106.98 54.1 161. 08 116. 9 66.4 

1972 170.0 210. 0 1235 112.63 41. 8 154.43 108.4 72.9 

1973 182. 1 225.0 1236 118.09 46.0 164.09 111.5 72.0 

1974 201. 1 249.0 1238 126.24 34.5 160. 74 105.8 78.5 

1975 191. 0 229.0 1199 141. 19 30.6 171. 79 103.4 82.2 

1976 200.5 245.0 1222 128.68 37.5 166. 18 102.5 77.4 

1977 206.3 256.0 1241 138.06 55.8 193.86 115. 7 71. 2 

1978 ]93.8 244.0 1259 145.28 61. 0 206.28 119. 1 70.4 

1979 200.0 256.0 1280 137. 75 74.0 211. 75 118.4 65. 1 

1980 197.9 250.0 1263 145.10 84.0 223. 10 120.6 65.0 

1981 210.4 269.4 1280 140.90 95.8 227. 70 119. 2 61. 9 

1982 223.8 283.4 1266 151. 80 86.0 236.80 120.0 64. 1 

1983 235.5 289.9 1231 159.80 86.0 235.80 115. 7 67.8 

1984 234.3 297.6 1270 163.80 101. 1 263. 70 124.2 62. 1 

1985 230.3 288.5 1253 168.60 70.1 238. 70 108.9 70.6 

---------―̀―------------ヤー---←---------一-------------------------------------------→-----------------← ----・ 一――――----------------------

-33-



-34-

写真一 2 熱帯雨林の景観

（カメルー

写真一 3大規模なプランテーショ

ン農場（パイナップル）

（カメルーン）
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写真一 4 UMVDAの水田

iO a程度の小区画である

メルー

写真一 5 BAIGOMプロジェクト

の予定地。ゆるやかな起

状の山間部に，非常に低

平・広大な未墾地が残さ

れている。

（カメルー

写真一 6 SEMRY本部。

広大な敷地内に事務所，

住宅，米の乾燥・貯蔵施

設，農業機械センター等

が配置されている。

（カメルーン）
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7 SEMRYの広大な水田圃

場。田植えと収穫は人力

に頼っている。

（カメルーン）

8 SEMRYの潅漑施設。

（カメルーン）

写真一 9 SEMRYの水田地帯周辺

のサパンナの景観。

（カメルーン）
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サバンナに点在する農家。

中央に見えるのは穀物貯

蔵庫。

メルーン）

写真一11CARI本部

（カメルーン）

写真一12はてしなく続くゴム園の

景観。老朽化して利用さ

れないまま放置されてい

るものが多い

（リベリア）
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3 ORSTOM-Adiopodoume 

の本部研究棟

（コートジ

写真一14ORSTOM/ Adiopodoume 

の稲遺伝資源研究施設

（コートジ

写真一15WARDA本部内の研究棟。

Monrovia市内の本部ビ

ルが火事で焼失し現在は

郊外の訓練センターに仮

住まい中である

（リベリア）
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写真一16CARI本部の研究棟

（リベリア）

CARI構内の稲試験圃場

（リベリア）

写真一18ゴム園の続く丘陵地の谷

合いに造成された水田。

小規模で水利施設等の整

備水準は一般に低い。

（リベリア）








